
鰯
黙
錨
認

●巨大化の限界を感じさせる近頃の百貨店で
す。なにしろ広すぎて、色とりどりで、のみ
込まれるばかりの物量で、人間の行動と感応
範囲を越えています。災害の場合を予想する
と出てこられそうになくて、入れないといっ
た判断が先に立ちます。
・大量生産→大量消費の流れに素直に乗り切
れない心情が強くなってきました。百貨店時
代、量販店時代の転機がわりあい早くやって
くるという実感があります。ヴォリュームと
してのショッピングピルから、市と賑いと情
景のショッピングストリートへ復州・回帰し
ていくという予感があｂます。一つの要素で
統一した表情をつくろうとするマスビルの手
法では限界があって、時代の文化と歴史を連
続させ積み重ねたストリート。アーチテクチ
ャー（町並み建築）の実力と味が評価される
ようになってくると思います。
。大丸、そごう、三越、神戸の百貨店、いず
れも時代と歴史をもっています。それを現時
点の一色で統一、化粧化してしまうか、それ
ぞれのなり立ちと周囲の町の歴史まで受けと
め、ふるい起こしていくか、百貨店が生活文
化のにない手としての役割を存続できるかど
うかの一つのポイントだとにらんでいます。

（水谷頴介）

△統一化のファサード

〈
新
旧
比
較
シ
リ
ー
ズ
⑦

百
貨
店
の
場
合

神
戸
の
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン

’
水
谷
頴
介
十
チ
ー
ム
・
Ｕ
Ｒ

▲時代の連続性と積み重ねを本来意図していた
わけではなさそうな混乱した複合様式

ｑマスの中にとり残された歴史。石造りのレストラン。
コーヒーハウスとして再生させたい。屋上は屋卜於同
をもつアートギャラリーとでもすればマスビルディン
グのなかのオアシスとなりうる。

1１８
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神戸と芦屋との境にある国道沿いの古い町家

。薬、修繕、自然食、整体療法、歯科、洗
張、寿し、模型、寝具、内科・小児科、靴修
理、お好み焼、美容、あんま・はり・マッサ

１
－ジ、自動車I 仮売取次、金物・金網、自転
車、スタンド、菓子、洋裁、手芸品、琴・三
弦教授、クリーニング、たたみ、木材、とい
ったお店が、１００メートルほどの幹線道路に
面した古い町家にならんでいます。「手」と
「技」の職種業種が大部分を占めています。
・昔の町のなかのお店は、商品販売の機能を
もつものももちろんありましたが、どちらか
というと、住人の生活そのものと健康維持お
よび品物の維持・管理にたずさわる職業の人

たちの住いと仕事場がたくさん占めていまし
た。大量雄産→大量販売のルートにのった商

品消費を手段とした商売ではなくて、共同体
としての生活協力やそれに必要な舶物を永く

使い込むことができる親切で便利なサービス
の役割をになっていたわけです。

・職住共存の古い町家一長屋左ので、こうい

った職種が持続できている、という判断が成

り立ちます。新しい建物では、こういった職
種や仕事そのものがやりにくいということが

ありますし、家賃一経費コストそのものがバ
ランスしなくなっています。高い家賃を払う
ことができるお店しか1 1 1 J のなかには存在しえ

ない。だから、修理屋さんがいなくて使い捨

てしまければならない、困った都市･ 産業構

造今人間の仕事の循環です。

（水谷頴介）

Ｉ
水
谷
頴
介
十
チ
ー
ム
・
Ｕ
Ｒ

森
市
場
付
近

〈
新
し
い
町
家
⑨
〉

神
戸
の
モ
ダ
ー
ン
リ
ビ
ン
グ
⑳
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☆
神
戸
を
福
祉
の
町
に
〈
９
〉
上
の
マ
ー
ク
は
車
イ
ス
で
使
用
で
き
る
箇
所
に
臆
ら
れ
畠
際
シ
ン
ポ
ル
マ
‐
ク
で
す
．

橋
本
明
福
祉
工
場
の
建
設
を

し
た
子
供
た
ち
を
周
囲
か
ら
気
づ
か
い
な
が
ら
見
守
っ
て
い
る
家

族
に
と
っ
て
も
大
き
な
精
神
的
な
負
担
と
な
る
。

こ
う
し
た
ど
こ
に
も
働
く
機
会
の
与
え
ら
れ
な
い
子
供
た
ち
の

た
め
に
何
と
か
就
労
の
場
を
つ
く
ろ
う
と
、
友
生
養
護
学
校
の
卒

業
生
や
父
兄
を
対
象
と
し
た
「
神
樹
の
会
」
で
は
三
年
前
か
ら
福

祉
工
場
づ
く
り
の
計
画
を
す
す
め
て
い
る
。

建
設
資
金
づ
く
り
の
た
め
に
父
兄
が
中
心
と
な
っ
て
青
空
市
場

を
開
い
た
り
、
父
兄
や
子
供
た
ち
の
作
文
集
「
セ
ン
セ
ぼ
く
歩
き

た
い
」
の
販
売
を
し
た
り
、
ま
た
さ
ん
ち
か
広
場
を
借
り
て
建
設

基
金
バ
ザ
ー
を
一
昨
年
か
ら
続
け
て
い
る
。
今
ま
で
に
集
ま
っ
た

資
金
は
一
千
万
円
弱
だ
が
、
工
場
を
つ
く
る
と
な
る
と
ま
だ
ま
だ

巨
額
の
資
金
が
必
要
だ
。
一
番
難
し
い
の
は
用
地
の
確
保
で
、
土

地
が
急
騰
し
つ
づ
け
て
い
る
都
市
部
で
は
猫
の
額
ほ
ど
の
土
地
で

さ
え
確
保
す
る
の
は
難
し
い
。
さ
ら
に
障
害
を
も
っ
た
子
供
た
ち

が
通
勤
す
る
と
な
る
と
、
都
市
部
の
で
き
る
だ
け
交
通
の
便
利
な

と
こ
ろ
が
望
ま
し
い
の
で
用
地
の
確
保
は
一
層
困
難
と
な
っ
て
く

る
。
神
戸
市
が
須
磨
区
高
倉
台
に
住
宅
地
と
し
て
開
発
を
進
め
て

い
る
整
地
の
一
部
の
借
用
を
父
兄
が
申
し
込
ん
で
み
た
が
て
ん
で

ラ
チ
が
あ
か
な
か
っ
た
と
い
う
。
そ
こ
で
「
神
樹
の
会
」
の
父
兄

た
ち
は
今
度
国
鉄
六
甲
道
ｌ
住
吉
間
が
高
架
に
ま
っ
た
の
で
、
そ

の
高
架
下
の
二
、
三
百
坪
の
用
地
の
借
用
を
鉄
道
管
理
局
に
申
請

中
で
、
何
と
か
そ
こ
に
福
祉
工
場
を
ぜ
ひ
つ
く
り
た
い
と
懸
命
な

努
力
を
つ
づ
け
て
い
る
。

こ
の
父
兄
た
ち
が
目
標
と
し
て
い
る
の
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

シ
ド
ニ
ー
に
あ
る
「
セ
ン
タ
ー
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
ズ
」
と
い
う
福

祉
工
場
で
、
こ
こ
で
は
通
信
用
機
器
の
組
立
加
工
を
し
て
い
る
が
、

七
九
四
名
の
従
業
員
の
う
ち
重
度
脳
性
マ
ヒ
者
は
一
九
四
人
、
そ

’
2０

国
鉄
住
吉
駅
の
南
に
一
‐
神
戸
市
立
友
生
養
誰
学
校
」
と
い
う
、

身
体
の
不
自
由
な
子
供
た
ち
の
学
校
が
あ
る
。
幼
稚
園
か
ら
高
等

学
校
ま
で
合
わ
せ
て
生
徒
数
は
二
三
○
名
。
そ
れ
ぞ
れ
の
子
供
た

ち
は
身
体
に
何
ら
か
の
障
害
を
も
っ
て
い
る
の
で
、
通
学
や
授
業

は
な
か
な
か
大
変
な
こ
と
だ
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
子
供

た
ち
に
と
っ
て
は
学
校
へ
通
う
の
が
大
変
な
楽
し
み
で
あ
り
、
こ

の
学
校
を
卒
業
す
る
こ
と
ほ
ど
つ
ら
い
こ
と
は
な
い
と
い
う
。
受

験
勉
強
に
明
け
暮
れ
て
い
る
他
の
学
校
で
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と

か
も
し
れ
な
い
が
、
友
生
養
護
学
校
の
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
は
、

そ
れ
ほ
ど
卒
業
後
の
道
は
つ
ら
く
、
厳
し
い
も
の
な
の
で
あ
る
。

今
年
の
高
等
部
卒
業
生
は
妬
名
だ
が
、
そ
の
う
ち
何
と
か
就
職

で
き
た
者
は
三
分
の
一
の
５
名
に
す
ぎ
な
い
。
他
は
３
名
が
訓
練

所
に
入
り
、
一
人
が
家
事
従
事
、
あ
と
の
６
名
は
在
宅
の
ま
ま
と

ま
っ
て
い
る
。
す
き
好
ん
で
自
宅
に
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
働
き

た
く
て
も
働
け
る
場
所
が
な
い
た
め
に
、
い
わ
ゆ
る
〃
テ
レ
ビ

番
″
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
だ
。
卒
業
生
の
就
職
が
年
々
難
し

く
な
っ
て
き
て
い
る
の
は
、
一
つ
に
は
障
害
の
重
度
化
が
あ
げ
ら

れ
る
。
軽
度
の
場
合
に
は
何
と
か
つ
て
を
頼
り
に
適
職
を
さ
が
し

て
の
就
職
も
可
能
だ
が
、
介
護
者
を
必
要
と
す
る
障
害
の
重
い
子

供
や
、
上
肢
の
不
自
由
な
子
供
た
ち
、
あ
る
い
は
重
複
障
害
を
伴

っ
て
い
る
子
供
た
ち
の
場
合
は
一
般
企
業
へ
の
就
職
も
非
常
に
難

し
い
し
、
独
立
し
て
生
計
を
立
て
る
こ
と
も
困
難
に
な
っ
て
く
る
。

そ
う
い
う
子
供
た
ち
は
せ
っ
か
く
学
校
を
卒
業
し
て
も
ど
こ
へ

も
就
職
で
き
ず
、
友
達
と
も
離
れ
て
家
の
中
で
ポ
ッ
ン
と
孤
立
し

た
生
活
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
自
分
の
将
来
が
全
く
閉
ざ

さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
は
、
特
に
思
春
期
の
多
感
な
青
年
た

ち
に
と
っ
て
は
生
き
る
希
望
さ
え
奪
わ
れ
る
こ
と
に
ま
り
、
そ
う
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し
た
。
こ
こ
は
、

導
は
松
下
電
器
が

電
器
部
品
の
組
立

兵
庫
県
下
に
は

場
を
創
り
た
い
も
の
で
す
Ｃ
国
家
の
補
助
を
も
ら
わ
な
く
て
も
一

人
で
生
活
し
て
い
け
る
社
会
に
し
な
く
て
は
．
…
：
」
と
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長
の
吉
田
耕
三
さ
ん
は
こ
の
八
月
下
旬
、
「
セ
ン
タ
ー
・
イ
ン
ダ

ス
ト
リ
ー
ズ
」
見
学
の
た
め
オ
Ｉ
ス
ト
ラ
リ
ア
ヘ
飛
ん
だ
。

障
害
児
の
た
め
の
福
祉
工
場
と
い
わ
れ
る
も
の
は
欧
米
に
は
か

た
り
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
に
は
民
間
の
工
場
が
多
い
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
は
国
や
地
方
自
治
体
に
よ
っ
て
迎
営
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多

い
。
そ
の
中
で
も
日
本
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
は
イ
ギ
リ
ス
の

「
レ
ン
プ
ロ
イ
社
」
で
、
一
九
四
五
年
に
創
立
さ
れ
た
こ
の
国
営

の
身
体
障
害
者
の
工
場
は
、
イ
ギ
リ
ス
全
土
に
師
ヵ
所
の
工
場
を

も
ち
、
従
業
員
総
数
七
九
○
○
人
の
う
ち
卯
％
が
障
害
者
。
土
地

建
物
、
機
械
設
備
な
ど
は
す
べ
て
国
に
よ
っ
て
準
備
さ
れ
た
が
、

製
品
の
受
注
や
販
売
に
は
国
は
全
然
タ
ッ
チ
し
て
い
な
い
の
で
、

一
般
の
企
業
と
競
争
す
る
こ
と
に
な
り
、
い
き
お
い
、
良
い
商
品

を
早
く
作
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
障
害
者
と
い
え
ど

も
競
争
に
打
ち
勝
つ
た
め
、
一
生
懸
命
働
か
ざ
る
を
え
な
く
な

る
。
と
い
っ
て
も
や
は
り
生
産
性
は
多
少
低
く
な
る
の
で
、
政
府

は
従
業
員
の
給
料
の
⑭
％
を
補
助
し
て
い
る
。

日
本
で
は
ま
だ
こ
の
種
の
工
場
は
少
な
い
が
、
最
近
福
祉
工
場

づ
く
り
に
力
を
入
れ
る
企
業
が
少
し
づ
つ
増
え
て
き
た
の
は
嬉
し

い
こ
と
だ
。

の
他
の
障
害
符
正
○
名
で
、
全

従
業
員
の
う
ち
三
分
の
一
が
障

害
者
で
あ
り
な
が
ら
、
他
企
業

に
劣
ら
ず
、
素
暗
し
い
生
産
性

を
上
げ
て
お
り
、
職
業
的
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
模
範
と
し

て
注
目
さ
て
れ
い
る
工
場
で
あ

る
。
ま
た
こ
の
工
場
が
障
害
児

を
も
つ
お
母
さ
ん
た
ち
の
力
で

で
き
上
っ
た
と
い
う
こ
と
も
大

き
な
共
鳴
を
与
え
た
。

「
障
害
児
も
一
人
の
人
間
と

し
て
働
く
喜
こ
び
が
味
わ
え
る

場
を
創
り
た
い
も
の
で
す
。
国

い
う
身
障
者
の
共
同
経
営
に
よ
る
工
場
が
あ
り
、
こ
の
皿
月
１

願
い
し
た
い
も
の
だ
。

日
に
は
小
野
市
に
県
と
山
陽
電
機
の
協
力
で
福
祉
工
場
が
オ
ー
プ

ン
す
る
。
ま
た
こ
の
七
月
に
は
障
害
者
の
雇
用
を
進
め
る
た
め
、

県
経
営
者
協
会
や
中
小
企
業
団
中
央
会
な
ど
が
中
心
に
な
り
、
県

下
の
四
百
事
業
所
が
協
力
し
て
「
兵
庫
県
心
身
障
害
者
一
雁
用
促
進

協
会
」
も
設
立
さ
れ
た
。
こ
れ
自
体
は
大
変
婚
し
い
こ
と
だ
が
、

し
か
し
、
一
般
企
業
へ
雇
用
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な

重
度
障
害
者
の
た
め
に
は
、
燈
初
に
述
べ
た
よ
う
に
神
戸
市
内
の

交
通
の
便
の
よ
い
所
に
福
祉
工
場
の
よ
う
な
形
で
共
同
作
業
の
場

を
創
り
出
す
の
が
重
い
障
害
児
を
も
つ
親
の
念
願
で
あ
り
、
文
明

国
の
責
任
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。

９
月
妬
、
妬
日
の
両
日
、
友
生
養
護
学
校
の
父
兄
た
ち
は
こ
の

福
祉
工
場
を
自
ら
の
手
で
建
設
す
る
た
め
、
さ
ん
ち
か
広
場
で
第

三
回
め
の
バ
ザ
ー
を
開
く
。
市
民
の
み
な
さ
ん
の
援
助
を
ぜ
ひ
お

と

た
と
え
ば
、
シ
ャ
ー
プ
は
創
業
番
の
早
川
徳
次
郎
会

長
が
棉
祉
に
関
心
が
高
か
っ
た
た
め
、
昭
和
配
年
に
早

川
特
選
金
属
工
場
を
創
り
、
今
で
は
社
員
沌
人
の
う
ち

半
分
を
障
害
者
が
占
め
、
電
卓
や
電
子
レ
ン
ジ
部
品
作

り
に
励
ん
で
い
る
。
ま
た
沖
電
気
工
業
で
は
東
京
都
八

正
子
市
で
の
プ
リ
ン
ト
雅
板
の
検
査
作
業
に
巧
人
、
矢

崎
総
業
で
も
静
岡
県
浜
北
市
で
の
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
の
組

み
立
て
に
錨
人
、
立
石
電
機
が
大
分
県
別
府
市
に
設
立

し
た
オ
ム
ロ
ン
太
陽
電
機
で
は
電
子
部
品
作
り
に
師
人

の
障
害
者
が
そ
れ
ぞ
れ
働
い
て
い
る
。
さ
ら
に
松
下
電

器
は
昨
年
の
ｎ
月
、
和
歌
山
市
内
に
あ
る
重
度
身
体
障

害
群
更
生
援
謹
施
設
「
琴
の
浦
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
」
の
一
角
に
障
害
者
ば
か
り
の
工
場
を
建
設

こ
は
、
工
場
の
建
物
は
県
と
国
、
機
械
設
術
と
技
術
指

電
器
が
も
つ
と
い
う
も
の
で
、
弘
人
の
下
肢
障
害
者
が

の
組
立
に
日
夜
汗
を
流
し
て
い
る
。

下
に
は
明
石
市
大
久
保
町
に
「
明
和
工
業
協
同
組
合
」

〈
「
神
樹
の
会
」
の
バ
ザ
ー
の
お
問
合
わ
せ
は
友
生
義
謹
学
校

Ｔ
Ｅ
Ｌ
八
五
一
’
○
六
三
○
へ
ど
う
ぞ
〉

車イスで働らく身障者たち（アメリカで）
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２
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●楽しくマリンバ･ パーカッション･ ビブラホンのレッスンを／

大島梨栄音楽研究所９月開所生徒募集
〈日本木琴協会会員・日本波奏家協. 全会貝・日本鍵雛斌奏家協会会員＞
年令に関係なく幼児より一般の大人まで、クラシックからポピュラー迄のレッスン

蕊

-』･ﾛ…1鋸 野……鍔謡零乎I 鯉祇Z 調蝉蕊軽量謹溺

大鳥梨栄きんのこと鱒脇皇鱒:媛闘欝響遥濃甥幼児から一般大人霞で）
ｏ音楽の基礎的な能力（リズム感・ソルフェージュ・聴音) を身に

輔冒繍鴨蹴冒荊哩蕊蕊鏡鴛購豊）ことおびただしい

綴織灘鏡蝋灘大島梨栄音楽研究所
ほど京京における仕事が彼女を呼び戻してしまう。神戸市葺合区熊内橋通３丁目２－９
今度は､ 心機一転､ 神戸( －じっくり腰をすえ､ 束京ての五年お問合せＴＥＬ（0 7 8 ) 2 9 1 - 0 9 7 8
問の音楽体験を生かして、演奏活動にまた指導に活躍したい自宅0 7 8 ( 2 2 1 ) 6 2 9 4 ( 2 3 1 ) 2 7 6 1
と言ってきた。やる気充分の彼女に大いに斯待している

インドメロディシタールの女王来日

カリヤニ･ ロイ １０月３日
午後６時3 0 分、

大阪サンケイホール￥｜，８００．￥１，５００．
お問合せ/ 大島梨栄音楽研究所まで
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灘

★
青
江
三
奈
の
す
べ
て

過
日
（
金
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

民
音

大
衆
の
中
か
ら
生
ま
れ
、
そ
の
心
の
中

に
入
り
込
む
歌
を
う
た
い
つ
づ
け
て
十

年
。
女
の
悲
し
さ
せ
つ
な
さ
を
情
感
た

つ
ぶ
り
に
う
た
う
。

★
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
結
成
幅
周
年
記
念
公
演

皿
日
（
土
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

Ｓ
・
二
一
○
鳶
○
円
Ａ
・
一
八
○
○
円

Ｂ
・
一
五
○
○
円
Ｃ
・
一
○
○
○
円

★
第
拓
回
神
戸
市
吹
奏
楽
祭

蛎
日
（
日
）
ｎ
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー

ル
無
料

★
ペ
レ
ス
プ
ラ
ー
ド

妬
日
（
月
）
７
時
神
戸
国
際
会
館

民
音
会
員
・
一
六
○
○
円
一
般
・

一
二
○
○
円

マ
ン
ボ
の
王
様
、
十
五
回
目
の
来
日
。

野
性
的
で
男
性
的
な
音
楽
マ
ン
ボ
、
楽

し
い
プ
ラ
ー
ド
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
す

で
に
完
成
さ
れ
た
音
楽
の
不
滅
の
エ
ポ

ッ
ク
で
あ
り
、
大
ヒ
ッ
ト
し
た
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
ナ
ン
バ
ー
の
大
行
進
に
魅
せ
ら

れ
る
。

★
国
際
ヤ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

Ⅳ
日
（
火
）
５
時
半
神
戸
文
化
大
ホ

ー
ル
整
理
券

☆
松
浦
豊
明
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

別
日
（
金
）
７
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー

ル
Ａ
・
一
六
○
○
円
Ｂ
・
一
三
○

○
円
Ｃ
・
一
○
○
○
円

☆
辻
久
子
・
バ
イ
オ
リ
ン
を
き
く
夕
べ

型
日
（
土
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

Ｓ
・
一
五
○
○
円
Ａ
・
一
三
○
○
円

Ｂ
・
一
○
○
○
円
Ｃ
・
八
○
○
円

Ｄ
・
五
○
○
円

★
バ
ン
ク
ー
バ
ー
交
響
楽
団

泌
日
（
日
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

Ｓ
・
二
五
○
○
円
Ａ
・
二
○
○
○
円

Ｂ
・
一
五
○
○
円
Ｃ
・
一
○
○
○
円

Ｄ
八
○
○
円
指
揮
／
秋
山
和
慶

☆
マ
イ
ク
＆
テ
ィ
ナ
タ
ー
ナ
ー

邸
日
（
火
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

Ｓ
・
三
五
○
○
円
Ａ
・
三
○
○
○
円

Ｂ
・
二
五
○
○
円
Ｃ
・
二
○
○
○
円

ソ
ウ
ル
の
王
者
、
圧
倒
す
る
迫
力
ノ
．

熱
狂
と
興
奮
ノ
．
共
演
／
ジ
・
ア
イ
ケ

ッ
ッ
と
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
ヴ
ァ
イ
プ
ス

★
五
輪
ま
ゆ
み

記
日
（
木
）
６
時
半
神
戸
文
化
中
ホ

ー
ル
民
音
一
二
○
○
門

人
は
「
五
輪
ま
ゆ
み
の
音
楽
と
は
何
で

す
か
」
と
聞
く
が
、
そ
れ
は
「
私
自

身
」
に
他
な
ら
な
い
。
私
に
と
っ
て
音

楽
と
は
私
自
身
を
表
現
で
き
る
唯
一
の

も
の
、
ま
さ
に
私
を
生
か
し
て
い
る
も

の
で
あ
る
。

☆
日
本
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団

珊
日
（
木
）
６
時
半
神
戸
文
化
大
ホ

ー
ル
Ａ
・
二
五
○
○
円
Ｂ
・
二
○

○
○
円
Ｃ
・
一
五
○
○
円
Ｄ
・
一

○
○
○
円

神
戸
・
リ
ガ
姉
妹
都
市
宣
言
記
念
演
奏

〈
音
楽
〉

☆
森
田
健
作
リ
サ
イ
タ
ル

７
日
（
土
）
①
２
時
②
４
時
神
戸

文
化
大
ホ
ー
ル
Ｓ
・
一
五
○
○
円

Ａ
・
一
三
○
○
円
Ｂ
・
一
○
○
○
円

☆
浅
田
美
代
子
リ
サ
イ
タ
ル

８
日
（
日
）
①
ｎ
時
半
②
２
時
半

神
戸
文
化
大
ホ
ー
ル
Ｓ
・
一
五
○
○

円
Ａ
・
一
三
○
○
円
Ｂ
・
一
○
○

○
円 【

☆
神
戸
の
催
し
物
９
月
ご
案
内
》

蕊 の
浅田美代子

’
2３

三
○
○
○
円
Ａ
・
二
五
○
○
円
Ｂ

二
○
○
○
円
Ｃ
・
一
五
○
○
円

実
川
延
若
片
岡
仁
佐
衛
門

「
傾
城
反
魂
香
・
吃
又
」
二
稀

浮
世
又
平
／
実
川
延
若
又
平
女
房
お

徳
／
中
村
富
十
郎
修
理
之
助
／
大
谷

桂
三
下
女
お
な
べ
／
実
川
延
寿
ほ
か

「
廓
文
章
・
吉
田
屋
」
一
幕
二
場

近
松
門
左
衛
門
が
”
夕
霧
狂
言
“
の
決

定
版
と
し
て
、
一
七
一
二
年
に
書
き
下

し
た
”
夕
霧
阿
波
渡
“
の
序
節
を
、
一

幕
二
場
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
も
の
。

藤
屋
伊
佐
衛
門
／
片
岡
仁
左
衛
門
扇

屋
夕
霧
雲
／
中
村
富
十
郎
吉
田
屋
喜
左

術
門
／
坂
東
好
太
郎
喜
左
衛
門
女
房

お
き
さ
／
片
岡
松
之
丞
ほ
か

☆
劇
団
は
ぐ
る
ま
座
「
明
日
へ
の
誓
い
」

妬
日
（
水
）
６
時
半
神
戸
文
化
中
ホ

ー
ル
一
般
・
一
三
○
○
円
学
生
・

一
○
○
○
円

☆
劇
団
四
季

「
ジ
ョ
ン
万
次
郎
海
を
渡
る
」

坊
日
（
水
）
妬
日
（
木
）
”
日
（
金
）

①
、
時
②
１
時
無
料

★
新
制
作
座
「
江
戸
城
総
攻
」

、
月
２
日
・
３
日
神
戸
国
際
会
館

ポ
ケ
ッ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
頁
参
照

〈
そ
の
他
〉

☆
緑
寿
郎
リ
サ
イ
タ
ル

ー
日
（
日
）
ｎ
時
神
戸
文
化
中
ホ
ー

ル
二
○
○
○
円

★
山
と
ス
キ
ー
の
映
画
会

週
日
（
金
）
６
時
半
神
戸
文
化
中
ホ

ー
ル
無
料

☆
今
岡
頚
子
舞
踊
研
究
所
発
表
会

躯
日
（
日
）
４
時
半
神
戸
文
化
中
ホ

ー
ル
四
九
○
円

★
淀
長
お
し
ゃ
べ
り
映
画
談
義

鵡
日
（
月
）
２
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー

ル
整
理
券
一
部
・
淀
川
長
治
さ
ん

の
お
し
ゃ
べ
り
、
二
部
・
映
画
観
賞

第１幕第２場

☆
神
戸
っ
子
読
者
加
名
様

新
制
作
座
「
江
戸
城
総
攻
」
（
加
月
２
１
３
日
）

に
ご
招
待
／
、

「
頼
山
陽
」
に
次
ぐ
真
山
青
果
劇
場
第
２
弾
「
江

戸
城
総
攻
」
ｌ
西
郷
隆
廉
と
勝
海
舟
Ｉ
。

ご
希
望
の
方
は
、
葉
書
に
住
所
・
氏
名
・
年
令
・

職
業
・
Ｔ
Ｅ
Ｌ
を
お
書
き
の
上
、
〒
の
ｇ
生
田
区

束
町
二
三
の
一
大
神
ピ
ル
８
Ｆ
月
刊
神
戸

っ
子
編
集
室
ま
で
。
先
着
順
。

会
。
シ
ベ
リ
ウ
ス
交
響
詩
「
フ
ィ
ン
ラ

ン
デ
ィ
ア
」
ド
ポ
ル
ザ
ー
ク
「
新
世

界
交
響
曲
」
「
チ
ェ
ロ
協
奏
曲
ロ
短

調
」
指
揮
／
渡
辺
暁
雄
チ
ェ
ロ
／

ダ
ー
ー
ー
ル
・
シ
ャ
フ
ラ
ン

☆
テ
レ
マ
ン
・
プ
テ
ィ
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

”
日
（
金
）
７
時
芦
屋
ル
ナ
ホ
ー
ル

一
般
五
○
○
円
高
校
生
以
下
三

○
○
円

ヘ
ン
デ
ル
作
曲
リ
コ
ー
ダ
ー
・
ソ
ナ

タ
ハ
長
調
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
作
曲
コ

ン
チ
ェ
ル
ト
ロ
短
調
他
バ
ロ
ッ
ク

音
楽
の
夕
べ

☆
岨
兵
庫
県
芸
術
祭
洋
舞
合
同
特
別
公
演

創
作
バ
レ
エ
「
リ
ヤ
王
」
古
典

バ
レ
エ
「
し
・
シ
ル
フ
ィ
ー
ド
」

配
日
（
月
）
４
時
神
戸
国
際
会
館

指
定
・
一
八
○
○
円
自
由
・
一
三
○

○
円

〈
演
劇
〉

☆
新
国
劇
「
国
定
忠
治
」
「
人
生
劇
場
」

５
日
（
木
）
６
日
（
金
）
①
狸
時
半

②
６
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー
ル
Ａ
・

二
八
○
○
円
Ｂ
・
二
三
○
○
円
Ｃ

・
一
八
○
○
円

「
国
定
忠
治
」
赤
城
天
神
山
よ
り
小

松
原
二
幕
作
／
行
友
李
風

出
演
／
辰
巳
柳
太
郎
・
島
田
正
吾
・
清

水
彰
ほ
か

「
人
生
劇
場
」
残
侠
篇
四
幕
原

作
／
尾
崎
士
郎
脚
色
／
高
田
保
演

出
／
田
中
林
輔
出
演
／
島
田
正
吾
・

笠
原
明
・
藤
森
達
雄
・
辰
巳
柳
太
郎

★
松
竹
大
歌
舞
伎

泌
日
（
祝
）
泌
日
（
火
）
①
岨
時
半

②
６
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー
ル
Ｓ
・

熟
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木
の
が
ん
じ
ょ
う
な
門
を
入
る
と
、
ど
う
も
様
子
が
お
か
し
い

事
に
気
づ
い
た
。
外
へ
行
こ
う
と
す
る
人
を
医
者
は
追
い
立
て
る

様
に
中
へ
入
れ
る
し
、
あ
た
り
を
回
る
と
、
す
っ
裸
の
人
達
が
、

異
様
な
眼
で
こ
ち
ら
を
見
て
い
る
。
回
転
の
遅
い
頭
に
も
、
や
っ

と
…
…
ダ
ル
・
が
「
メ
ン
タ
ル
」
で
あ
る
事
に
気
づ
い
た
が
、
今

更
、
中
止
す
る
程
の
勇
気
は
な
い
。
薄
暗
い
集
会
場
に
す
で
に
百

人
程
の
患
者
と
数
人
の
先
生
が
入
っ
て
い
た
。
私
が
普
通
に
英
語

で
挨
拶
を
す
る
と
、
ち
ゃ
ん
と
拍
手
を
し
て
く
れ
た
。
今
ま
で
通

り
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
や
っ
て
見
た
が
、
リ
ン
グ
を
取
り
出
し
た

だ
け
で
ゲ
ラ
ゲ
ラ
笑
い
出
す
人
が
い
た
り
、
途
中
で
突
然
前
へ
出

て
来
て
、
道
具
を
さ
わ
り
に
来
た
り
す
る
。
そ
の
つ
ど
先
生
が
患

者
を
も
と
の
席
へ
帰
ら
せ
る
。
又
、
中
に
英
語
も
話
す
イ
ン
テ
リ

患
者
は
私
が
、
医
者
に
向
っ
て
、
「
誰
か
手
伝
っ
て
く
れ
ま
せ
ん

か
」
と
い
う
と
彼
が
「
私
が
手
伝
お
う
」
と
舞
台
へ
出
て
く
る
の

で
、
断
わ
れ
ず
、
「
で
は
、
こ
の
ロ
ー
プ
を
改
め
て
く
だ
さ
い
」
と
ポ

ケ
ッ
ト
か
ら
ロ
ー
プ
を
取
り
出
す
と
、
ギ
ャ
ー
と
い
っ
て
逃
げ
出

す
。
つ
ら
れ
て
他
の
患
者
も
席
を
立
っ
て
逃
げ
出
す
始
末
。
こ
ん

な
わ
け
で
普
通
の
時
間
の
倍
近
く
も
か
か
っ
て
、
や
っ
と
終
え
た

時
は
、
な
ん
と
も
妙
な
感
激
が
あ
っ
た
。
終
る
と
、
数
名
の
患
者

か
ら
サ
イ
ン
を
求
め
ら
れ
、
日
本
語
で
書
い
て
や
る
と
、
と
て
も

喜
こ
ん
で
い
た
。
彼
等
は
今
頃
こ
の
日
本
語
を
ど
う
解
読
し
て
い

▼ブルーナイルの滝にて

〈
ア
フ
リ
カ
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
〉

エ
チ
オ
ピ
ア
の

ギ
ャ
ン
ブ
ラ
ー

福
岡
康
年

●
奇
術
師
ア
フ
リ
カ
の
旅
〈
２
〉

せ
っ
か
く
見
つ
け
た
「
エ
チ
オ
ピ
ア
の
魔
法
使
い
直
撃
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
」
の
大
特
ダ
ネ
を
逃
が
し
た
私
は
、
不
貞
腐
れ
て
、
相
も

変
ら
ず
、
ボ
ン
・
ポ
ン
ハ
イ
五
円
を
く
り
返
し
て
い
た
。
こ
う

い
う
状
態
の
時
に
は
い
つ
も
考
え
る
こ
と
は
、
日
本
で
も
典
型
的

な
外
出
嫌
い
の
自
分
が
な
ん
で
、
こ
ん
宏
変
な
場
所
に
い
る
の
か

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
日
本
で
旅
行
と
い
え
ば
修
学
旅
行
だ
け
し

か
な
い
。
そ
れ
が
外
国
と
な
る
と
な
ん
だ
か
す
ぐ
そ
こ
の
様
に
感

じ
る
。
友
人
か
ら
夏
に
北
海
道
へ
行
こ
う
な
ど
と
誘
わ
れ
様
も
の

な
ら
、
と
た
ん
に
風
邪
引
き
と
歯
痛
と
腹
痛
と
お
ま
け
に
水
虫
ま

で
同
時
に
起
こ
る
。
又
東
京
で
一
人
で
放
り
出
さ
れ
様
も
の
な
ら
、

た
だ
お
ろ
お
ろ
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。
そ
れ
が
外
国
と
な
る
と
、

ど
ん
な
所
で
あ
ろ
う
と
一
向
に
不
安
は
な
い
。
旅
と
は
予
期
せ
ぬ

出
来
事
と
の
出
会
い
と
思
っ
て
い
る
私
に
と
っ
て
は
未
知
を
所
ほ

ど
、
興
味
が
沸
き
不
安
に
思
う
ど
こ
ろ
か
、
生
き
て
い
る
実
感
を

味
う
。そ

ん
な
こ
と
を
思
っ
て
い
る
日
々
に
も
、
一
応
奇
術
の
慰
問
だ

け
は
い
そ
が
し
く
や
っ
て
い
た
。
そ
の
中
の
一
つ
に
、
精
神
病
院

が
あ
っ
た
。
最
初
に
電
話
で
「
・
…
・
・
ダ
ル
・
ホ
ス
ピ
タ
ル
で
す
が

や
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
か
」
と
言
わ
れ
た
時
私
は
、
最
初
の
…
…
の

部
分
が
聞
き
と
れ
次
か
つ
た
が
、
ま
あ
…
…
ダ
ル
・
病
院
と
い
う

名
前
だ
ろ
う
と
思
っ
て
、
す
ぐ
に
Ｏ
Ｋ
を
し
た
。

1２４
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れ
い
。
ど
う
し
て
か
と
い
う
と
、
第
一
は
客
ｎ
身
の

割
．
眼
の
錯
覚
で
、
同
分
の
眼
を
信
じ
る
と
百
％
淵
ら

霊
な
い
。
第
一
一
に
も
し
客
が
デ
タ
ラ
メ
で
あ
て
た
と

毛
？
す
る
と
、
不
思
議
な
こ
と
に
、
カ
ー
ド
を
の
せ
て
い

毒
劫
た
台
が
ひ
っ
く
り
か
え
り
、
カ
ー
ド
は
地
面
に
落

た
まつめ
ち
て
し
ま
う
の
で
こ
の
ゲ
ー
ム
は
無
効
と
な
り
や

ら
読

詑
書
り
な
お
し
と
な
る
。
こ
の
賭
博
に
は
サ
ク
う
が
か

静
誕
た
ら
ず
３
．
４
人
い
る
。
最
初
、
こ
の
サ
ク
ラ
が

病
た
う
う
こ
つ
こ
う
二
§
一
一
言
、
う
う
二
列
１
１
こ
芦

溌蕊協講蕊
瀞職誌諦魁騨謡譲診j ：

|#調蕊，

》
》
討
伽
》
》
嘘
津
祉
嘩
鐘
麺
蕊
』
」
》
渉
細
鯉
嘩
“
鋤
娃
蓋
鋤
癖

宰
や
鍔
榊
函
唾
北
識
謝
だ
》
ユ
斗
鵡
寺
確
鋤
壬
挙
唖
識
岬
疹
赫

需
騨
騨
鱗

い
分
も
う
け
る
。
こ
れ
に
つ
ら
れ
て
客
が
は
る
。

需
蕊
蕊
鍵

客
が
は
る
時
に
は
サ
ク
ラ
も
客
と
同
じ
カ
ー
ド
に
か
け
負
け
る
。

客
が
印
の
つ
い
た
カ
ー
ド
に
は
る
と
、
サ
ク
ラ
は
、
原
因
不
明
な

理
由
で
台
に
け
つ
ま
ず
く
の
で
あ
る
。
し
か
し
別
に
サ
ク
ラ
を
使

わ
な
く
て
も
胴
元
に
確
実
に
有
利
な
賭
博
で
、
私
も
ス
ペ
イ
ン
の

ユ
ー
ス
で
、
己
の
目
の
不
確
実
さ
を
信
じ
な
い
人
の
た
め
に
、
目

と
い
う
も
の
が
い
か
に
頼
り
な
い
も
の
で
あ
る
か
を
認
識
さ
せ
る

と
い
う
崇
高
な
医
学
的
見
地
か
ら
、
少
し
ば
か
り
も
う
け
た
こ
と

が
あ
る
。
（
私
の
場
合
は
イ
ン
チ
キ
表
し
）
。
と
こ
ろ
で
彼
に
力
を
貸

し
て
や
り
た
い
が
、
カ
ー
ド
を
あ
て
る
確
実
な
方
法
は
な
い
。
あ

る
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
だ
と
思
っ
た
カ
ー
ド
以
外
に
は
れ
ば
少

し
確
率
が
高
く
ま
る
だ
け
で
あ
る
。
た
と
え
イ
ン
チ
キ
が
な
く
と

も
こ
れ
程
賭
け
る
方
に
不
利
な
賭
博
は
な
い
。

彼
の
熱
心
な
頼
み
を
か
な
え
て
や
る
た
め
に
私
は
、
次
の
よ
う

な
条
件
を
出
し
た
。
Ｈ
、
あ
そ
こ
に
い
る
サ
ク
ラ
以
上
の
人
数
の

ボ
デ
ー
ガ
ー
ド
を
つ
け
る
こ
と
。
口
、
取
ら
れ
た
時
計
を
勝
っ
た

時
に
す
ぐ
取
れ
る
様
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
出
さ
せ
て
お
く
こ
と
。

日
、
ま
ず
一
人
で
行
き
み
て
お
り
、
ボ
デ
ー
ガ
ー
ド
は
あ
と
か
ら
客

を
よ
そ
お
っ
て
行
く
こ
と
。
そ
れ
を
約
束
し
た
後
、
私
は
彼
に
秘

術
の
イ
ン
チ
キ
を
教
え
た
。
そ
れ
は
、
人
差
指
の
腹
を
ボ
ー
ル
ペ

ン
で
よ
ご
し
て
お
く
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
ど
う
や
る
の
か
は
皆
様

の
想
像
に
お
ま
か
せ
し
よ
う
。
３
Ⅲ
後
彼
が
同
棲
し
て
い
た
女

性
に
会
っ
た
ら
、
昨
日
彼
は
ケ
ニ
ア
に
向
か
っ
た
と
悲
し
そ
う
に

話
し
て
く
れ
た
。
そ
の
左
腕
に
は
、
時
計
が
静
か
に
時
を
き
ざ
ん

で
い
た
。

’
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う
だ
る
暑
さ
の
真
夏
の
深
夜
、
〃
ペ
ン
ギ
ン
君
、
涼
を
求
め
て
？

脱
走
〃
。
〃
深
夜
の
街
ペ
ン
ギ
ン
の
こ
の
こ
〃
・

暑
さ
に
た
ま
り
か
ね
た
、
八
〃
七
Ⅱ
午
前
二
時
血
卜
分
頃
、
神

戸
王
子
動
物
園
か
ら
一
羽
の
ペ
ン
ギ
ン
が
逃
げ
だ
し
た
。
小
さ
た

身
体
を
ヒ
ョ
コ
ヒ
ョ
コ
と
、
二
百
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
深
夜
の
街
を

〃
納
涼
散
歩
〃
。
と
き
な
ら
ぬ
お
か
し
た
通
行
人
？
発
兄
者
た
ち

は
び
っ
く
り
．
目
指
し
た
所
は
噸
の
故
郷
の
海
か
１
．

そ
の
口
の
夕
刊
各
紙
が
報
じ
た
兄
出
し
で
あ
っ
た
が
「
逃
げ
た

ペ
ン
ギ
ン
元
気
に
し
て
い
ま
す
か
」
「
そ
ん
な
に
将
が
っ
て
は
る

の
や
っ
た
ら
、
一
、
二
ト
ン
位
の
氷
な
ら
帯
贈
し
て
あ
げ
ま
っ

せ
」
「
ペ
ン
ギ
ン
や
っ
た
か
ら
よ
か
っ
た
け
ど
飼
育
係
の
お
っ
ち

ゃ
ん
し
っ
か
り
し
左
は
れ
や
」

チ
ク
リ
〃
ご
意
見
″
が
相
次
い
だ
。

い
や
ご
も
つ
と
も
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
〃
居
直
る
〃
つ
も
り
は
さ

ら
さ
ら
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
一
羽
の
家
出
ペ
ン
ギ
ン
が
も
た
ら

し
た
茶
の
間
へ
の
話
題
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
肥
羽
全
部
の
群
家

族
を
置
き
ざ
り
に
し
、
し
か
も
単
身
け
わ
し
い
フ
ェ
ン
ス
を
の
り

し
た
茶
の
間
へ
の
話
題
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

族
を
置
き
ざ
り
に
し
、
し
か
も
単
身
け
わ
し

越
え
、
し
の
び
出
た
こ
と
に
は
き
っ
と
意
味

深
い
事
情
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

口
屋
外
ペ
ン
ギ
ン
の
こ
と

ペ
ン
ギ
ン
は
南
半
球
だ
け
に
住
み
、
し
か

も
南
極
地
方
に
広
く
分
布
し
て
い
る
が
、
わ

か
っ
て
い
る
だ
け
で
Ⅳ
種
も
あ
る
。
な
か
で

も
あ
の
南
極
大
陸
に
姿
を
兇
せ
る
の
は
、
エ

ン
ペ
ラ
ー
ペ
ン
ギ
ン
（
身
長
１
メ
ー
ト
ル
、

セ
ン
チ
、
体
重
訓
地
、
ペ
ン
ギ
ン
中
最
大
）

ア
デ
リ
ー
ペ
ン
ギ
ン
（
身
長
布
セ
ン
チ
）
ヒ

ゲ
ペ
ン
ギ
ン
（
犯
セ
ン
チ
）
の
徹
か
３
穂
だ

け
。
他
の
ほ
と
ん
ど
は
南
ア
メ
リ
カ
南
端
周

辺
、
そ
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
南
端
、
な
か

に
は
赤
道
直
下
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
諾
烏
に
住
む
も

の
ま
で
あ
っ
て
、
ひ
と
口
に
〃
ペ
ン
ギ
ン
君

涼
を
求
め
て
の
脱
走
″
な
ど
と
は
、
少
し

ば
か
り
ご
説
明
申
し
あ
げ
た
く
な
っ
て
く

る
。

つ
ま
り
粋
か
ろ
う
と
企
て
の
ペ
ン
ギ
ン
を
冷
房
室
へ
入
れ
て
や

る
こ
と
が
、
果
し
て
適
切
な
の
か
。
少
し
で
も
広
く
、
そ
し
て
彼

等
が
Ⅱ
指
す
太
陽
と
大
気
を
存
分
に
与
え
て
や
り
た
い
。
そ
こ
で

夏
で
も
平
気
な
も
の
は
、
年
中
屋
外
プ
ー
ル
で
す
ご
さ
せ
、
ど
う

し
て
も
だ
め
な
も
の
だ
け
は
４
月
Ｉ
、
月
末
ま
で
と
い
う
一
年
の

大
半
を
狭
く
る
し
い
冷
房
室
で
す
ご
さ
せ
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

「
そ
れ
に
し
て
も
恐
す
ぎ
や
し
ま
せ
ん
か
」

い
や
い
や
、
届
ご
こ
ち
の
い
い
は
ず
の
冷
房
室
で
の
繁
殖
は
、

巣
を
作
る
小
型
ベ
ン
ギ
ン
で
は
至
難
に
近
い
事
実
が
あ
っ
て
、
年

中
屋
外
、
Ⅱ
本
の
四
季
に
も
適
応
し
た
幾
つ
か
の
ペ
ン
ギ
ン
は
や

は
り
屋
外
プ
ー
ル
で
の
飼
育
ド
、
各
地
の
動
物
園
で
毎
年
の
よ
う

に
繁
殖
を
見
て
い
る
。
わ
が
神
戸
王
子
で
も
ま
た
、
幾
回
か
繁
殖

に
成
功
し
て
お
り
、
い
ま
ま
た
、
南
向
き
ペ
ン
ギ
ン
池
島
の
上
の

巣
穴
内
で
フ
ン
ポ
ル
ト
ペ
ン
ギ
ン
ニ
組
の
夫
婦
が
卵
を
抱
き
、

一
羽
の
雛
は
か
な
り
の
大
き
さ
に
育
っ
て
い
る
さ
な
か
で
あ
っ

た
。

こ
の
フ
ェ
ン
ス
を
、
エ
イ
ノ
．
と
と
び
出
た
ん
で
す
。

７
１
２
１
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口
太
陽
に
そ
し
て
満
月
に
向
う
野
性
…
…

か
つ
て
私
、
夏
か
ら
冷
房
室
に
入
れ
て
い
た
エ
ン
ペ
ラ
ー
ペ
ン

ギ
ン
５
羽
、
ア
デ
リ
ー
ペ
ン
ギ
ン
２
羽
を
冬
の
さ
た
か
、
お
よ
そ

三
カ
月
、
屋
外
プ
ー
ル
に
出
し
た
と
き
、
朝
夕
、
思
い
き
っ
て
園

内
に
連
れ
出
し
、
雪
や
氷
な
ら
ぬ
土
の
上
の
散
歩
、
つ
ま
り
〃
氷

上
行
軍
″
を
さ
せ
て
み
た
の
で
あ
る
。

す
る
と
ど
う
だ
ろ
う
。
プ
ー
ル
外
に
出
た
と
た
ん
リ
ー
ダ
ー
が

先
導
し
、
後
継
者
は
リ
ー
ダ
ー
が
前
伏
せ
に
こ
け
れ
ば
、
み
な
同

じ
、
前
伏
せ
に
こ
け
、
し
か
も
一
列
縦
隊
、
整
然
と
歩
く
。
し
か

も
そ
れ
が
、
つ
ね
に
太
陽
に
向
か
う
。
つ
ま
り
明
る
い
方
向
を
め

ざ
す
傾
向
が
あ
き
ら
か
に
兄
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
以
後
、
キ
ン

グ
、
ロ
ッ
ク
ホ
ッ
パ
ー
、
マ
カ
ロ
ニ
ー
、
ゼ
ン
ッ
ー
の
各
ペ
ン
ギ

ン
に
つ
い
て
も
、
プ
ー
ル
内
島
の
上
で
の
行
動
を
仔
細
に
見
る
う

ち
、
明
る
い
陽
ざ
し
に
白
い
胸
を
そ
ら
し
、
じ
っ
と
た
た
ず
む
傾る れふるさとを遠くはなれて、ペンギン池のペンギンたち。

向
を
知
っ
た
。
そ
れ
に
闇
夜
よ
り
も
、
川
夜
に
ま
た
行
動
的
に
た

る
傾
向
を
認
め
て
い
た
。

口
雛
の
成
育
と
親
烏
の
換
羽

耽
乳
動
物
の
毛
替
え
同
様
、
烏
も
ま
た
羽
の
生
え
か
え
、
つ
ま

り
〃
換
羽
″
を
す
る
が
、
飛
ぶ
た
め
の
風
切
羽
も
ま
た
同
様
抜
け

お
ち
生
え
か
わ
る
。

ト
キ
や
コ
ウ
ノ
ト
リ
、
サ
ギ
、
そ
れ
に
カ
モ
な
ど
飼
育
下
に
お

け
る
換
羽
状
況
を
調
べ
る
う
ち
、
こ
れ
ら
の
烏
は
左
の
風
切
羽
一

枚
が
抜
け
れ
ば
、
対
称
に
な
る
右
一
枚
が
と
い
う
ふ
う
に
数
日
お

き
に
左
右
各
一
枚
が
落
ち
、
全
部
完
了
す
る
ま
で
に
数
カ
月
を
要

し
て
い
る
。
こ
れ
は
一
度
に
抜
け
た
の
で
は
、
〃
飛
べ
た
く
な
る
″

か
ら
だ
。

と
こ
ろ
が
ツ
ル
の
場
合
、
こ
の
飛
ぶ
の
に
欠
か
せ
な
い
最
も
大

切
な
風
切
羽
ま
で
が
、
僅
か
一
昼
夜
で
全
部
抜
け
落
ち
て
し
ま

う
。
そ
れ
が
た
め
再
生
す
る
ま
で
の
二
カ
月
間
は
全
く
飛
べ
な
い

の
で
あ
る
。

し
か
も
そ
の
脱
落
時
期
が
、
ち
ょ
う
ど
〃
ヒ
ナ
〃
を
育
て
始
め

る
時
期
と
一
致
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ツ
ル
は
ヒ
ナ
を
育
て
る

間
、
〃
飛
ば
な
い
〃
と
い
う
説
に
対
す
る
〃
飛
べ
な
い
“
と
い
う
す

ば
ら
し
い
実
証
説
で
あ
る
。

い
や
飛
べ
な
い
ヒ
ナ
を
地
上
で
育
て
、
ヒ
ナ
の
飛
び
立
つ
時
期

に
我
が
身
の
換
羽
を
合
致
さ
せ
、
ヒ
ナ
と
連
れ
だ
っ
て
大
空
に
巣

立
っ
て
行
く
…
．
：
と
い
う
母
性
愛
の
神
秘
さ
え
感
じ
さ
せ
る
。
こ

れ
は
有
名
な
元
上
野
動
物
園
長
、
古
賀
忠
道
博
士
の
ツ
ル
に
関
す

る
研
究
論
文
の
見
解
で
あ
る
。

い
ま
私
は
、
巣
穴
で
育
つ
ペ
ン
ギ
ン
の
ヒ
ナ
の
成
長
と
親
烏
た

ち
の
換
羽
の
さ
た
か
を
観
察
す
る
と
き
、
ヒ
ナ
の
成
育
と
換
羽
の

合
致
、
こ
の
古
賀
博
上
説
が
脳
裏
に
浮
ん
で
な
ら
な
い
。
い
や
、

と
び
出
た
一
羽
の
ペ
ン
ギ
ン
の
行
動
に
も
〃
脱
走
″
で
は
な
く
、

き
っ
と
我
々
に
は
知
り
得
な
い
何
か
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
に
ち
が

い
な
い
。

い
や
、
も
っ
と
も
っ
と
広
大
な
、
そ
し
て
自
由
な
環
境
を
彼
等

に
与
え
て
や
り
た
い
の
で
あ
る
。〈

王
子
動
物
園
学
芸
員
／
写
真
も
〉

2８

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



Ｗａｎｔｅｄ1１

1２９

神戸

西店/ 三宮センター街・電話３３１－８８３６( 代）
東店/ 三宮センター街．電話３３１－０６２９
三宮店/ さんちかタウン･ 電話３９１－４３０３
東京
銀座コア店／４階着物コア・電話5 7 3 - 5 2 9 8 （代）
渋谷東急店／５階和装名家街・電話4 6 2 - 3 4 0 9 （直）
日本橋東急店／４階和装名家街・電話2 1 1 - 0 5 1 1 （代）

（内線294）
池袋パルコ店／４階着物小路・電話9 8 7 - 0 5 6 1 （直）

｜
一
宮
方
面
で
の
お
買
物
は
…
…

さ
ん
ち
か
店
フ
ァ
ミ
リ
ー
タ
ウ
ン
畑
４
０
４
５

三
宮
店
市
街
地
改
造
の
た
め
仮
店
舗
に
て
営
業
中

ル
町
〃
面
で
”
お
買
物
は
…
…

元
町
店
元
町
通
３
丁
目
山
側
剛
０
０
９
０

パ
ン
ブ
ウ
店
元
町
通
１
丁
目
不
二
家
前
剛
０
７
６
８

錘

;壌蹟鎚蝿趣醗

（▼会員募集中）
| ､ボーイフレンド･ガールフレンド募集中のあなたは

フレンドコース
2 . いますぐ〈結婚> なさりたいあなたは

結婚コープ <
●レモンクラブには２ツコースがございます
おすきなコースをお選びください。

レニEンクラブ事務局
代表者山下駿児

お問合せTE L２４１－８０８０(代）
後援／月刊「神戸っ子」編集部

きものと細貨

為んげらｸ ﾘ ！
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欧米の心身障害者を訪ねて

世界の福祉施設

福祉時代の幕開けです
待望の

親しみやすい
福祉を考える本です

ＷｅｌｆａｒｅＩｎｓｔｉｔｕｔｉｏｎｓｉｎｔｈｅＷｏｒｌｄ

お申込みは
神戸市生田区東町1 1 3 の1 大神ビル8 Ｆ（有) 月刊神戸っ子

振替口座神戸4 5 1 9 8
大阪市北区梅ケ枝町8 0 梅新東ビル7 Ｆ（株) オール関西

振替口座大阪4 5 0 8 3

1３０

橋 本明著
定価１，０００円
送料 2 0 0 円

＊福祉とはなにだろう……そんな
疑問に、福祉は専門家だけが考える
問題ではない。市民の、常の中で考
えようと語りかける……
貴重な福祉の道しるべになる好著

美容室ｦ キーヒの

ＯＲＩＧＩＮＡＬＬＩＦＥ
あなたのヘヤーライフに新しいモードを／

識

美容室

井 上
井上繁和・カネ子
生田区多聞通り４ノ
ＴＥＬ３４１１１

１ノ
０

９
１

「
鐸
〕

｜
‐
蝿

１
，
０
１
‐
Ｉ

|自曇室
l井上

~ 塵 " 完

扉「

唇騨社Ｌ
ー I

_ i 豊岳速神戸一

文化ホール

■
▲

中央体育鯨
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1３１

何か､ウソぢとL》うのだろうが？
ま､そらく.このFこればがんばiん
自身乞さ苛めで､ あろう。なら
I孝､、ご唯一すな’Iうち,どのもx・
ぱﾝし－ず幹ちE Z kはウソ
で堵iL』がウソなのｚ,，おうづ､良
ｳｿが'ウソなので!とりも辱古,さ
す?喧唯はホンL｣に鯵ｿ.---.

画P識
ＷＬ９考請ぎ
悶画率

ご水は
ウソです

Ｉ
－

？
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こ さ 蜘 刷 今 回 ロ ト ハ 富 叩 醍 一 一 ｊ Ｎ 鰍 献 髄 べ

齢 山 ｌ 翻 釦 ざ 答 申 職 沙 Ｎ 里 小 口 バ 行 ４

叫 〆 ４ Ｊ 諏 迎 詮 雲 計 “ 》 全 討 へ 仙 仙 Ｓ 吐 〆 律 ．

伊 吋 耐 ロ 一 献 ｛ 》 〆 叫 ｕ 、 叫 辿 〆 ． ” 筈 罫 《 ご

乱 誤 齢 命 画 一 雪 》 儲 「 ぱ 筈 辱 計 テ

。 諜 一 Ｕ 諏 叩 。 ｖ 直 い 、 Ｕ ｓ 建 一 番 電 子 侭

耐 ロ 収 伝 叫 叫 ． Ｊ ｕ ぽ ． 〃 き き 胃 曇 ．

辞 ド ー ） 排 侭 卦 冨 ひ く 献 ｓ 計 皇 誹 ヅ

『 げ き 幣 升 Ｖ ｒ 雪 誤 へ り 献 酬 爵 恵

辿 山 〆 心 ほ こ 〉 口 ご 弊 勾 今 恥 同 ． 一 Ｎ 嚇 今 ”

ロ 燕 八 Ｎ 論 外 Ｖ 予 一 い 毎 Ｊ Ｎ 同 弾 ｗ Ｆ － ）

Ｊ 側 ご 科 Ｑ 一 口 齢 斗 警 手 ｗ 叫 雲 〃 ｓ 吐 一 謡

一 無 手 へ ｑ 奪 う Ｕ 童 共 ひ く 劃 皇 割 ぽ き 一

署 、 Ｎ ご 叫 序 一 》 ｙ Ｆ 一 驚 〃 Ｓ 舗 卯

妾 ｓ 叶 詠 一 醇 冒 ） Ｊ 計 齢 ｓ 一 紗 （ ） Ｊ 計 一 ）

区 一 山 獄 ｗ ｅ 副 暑 Ⅶ 山 臥 ） ． 母 く 》 一 言 寺

Ｙ Ｚ ぃ 輔 ｕ ｓ 計 よ 〃 し ． 鰍 ｖ Ｆ 升 ｖ 予 畔

一 酢 背 而 諭 ｊ ｓ 計 》 一 ） 寺 款 害 再 調 飼

一 龍 一 国 ） Ⅷ ． 赤 き 斬 り 〆 雨 球 沙 ｕ ｓ 一 群 ‐ ， …

一 山 函

一 Ⅷ 城 雌

ユ 》

Ｊ 迦 諏 迎 濫 》 よ Ｓ 等 函 揺 駅 献 密 聯 奮 い

迷 謬 函 醐 堅 冨 壁 ｕ ｓ 里 科 訂 一 銭 き

ふ 一 二 叫 叫 ぅ 口 各 専 一 ご 吋 辱 轍 一 宮 ド 偲

抄 鷺 凱 一 富 ″ さ 繋 一 さ 劃 鋲 祷 一 ｍ

ヰ ズ ミ 畦 × Ｎ 》 ・ 銑 Ｊ 耐 〆 挫 き 砥 垣 ， ’ ’ ‐ ‐ ‐

歩 》 ”

愚 一 口 誠 豊 富 如 郡 ｓ 鍬 独 鋤 ｓ 琳 耕 恕

輔 別 ミ ミ 詮 遡 琴 識 馬 Ｎ ・ §

ふ 一 号 竪 竺 、 鴫 豊 目 （ ） ｕ ｑ 伝 塾 昌 専

乱 一 葬 封 ） ． 儲 ロ ア ９ Ｎ 琳 曾 一 ） ．

Ｎ ｛ 執 Ｓ 乱 蓉 轍 吐 一 Ｗ 山 吐 》 Ｊ 叫 塞 『 〃

計 画 母 》 ｄ 需 辿 謄 冒 》 〉 Ｕ 侭 耐 細 海 侭

目 甫 識 便 迂 一 Ⅷ 全 叫 Ｓ 廼 側 一 詞 蓋

Ｓ 測 熱 朴 俳 ハ 琴 炉 計 ｓ 吋 雪 韓 輔 ご 卦 〆
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、

（一

一一

、

。、く診総へ帝怖号。雨小。企八ゆき和帰・写や輔袖ｃ

．（で、辿・（楯（将・小や一狸Ｓｍ姓、エ八悟忌一浴二心
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竹
田
洋
太
郎
〈
在
言
‐
罫
‐
ク
〉
え
・
た
か
は
し
も
う

缶
胃
冨
煙
は
胃
○
冒
冒
の
看
昌
○
吋
丙
〈
昭
〉

１
３４

１

バ
ク
チ
好
き

な
い
人
の
た
め
に
は
ノ
ミ
屋
が
あ
る
。
こ
の
ノ
ミ
屋
と
い
う
存
在
、

ア
メ
リ
カ
の
小
説
に
よ
く
出
て
く
る
、
愛
嬬
の
あ
る
人
物
が
多
い

が
、
こ
れ
を
組
織
し
て
い
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
く
ギ
ャ
ン
グ
の

大
ボ
ス
。
「
私
設
場
外
馬
券
売
場
」
は
堂
々
た
る
総
え
。
こ
れ
は

説
明
し
た
人
‘
て
も
、
映
画
「
ス
テ
ィ
ン
グ
」
を
ご
ら
ん
に
な
っ
た

方
は
お
わ
か
り
の
は
ず
。

こ
の
ノ
ミ
屋
の
バ
ッ
コ
に
手
を
焼
い
て
、
い
っ
そ
の
こ
と
公
営

で
ノ
ミ
屋
以
上
の
組
織
を
つ
く
れ
ば
い
い
じ
ゃ
な
い
か
、
と
い
う

の
で
で
き
た
の
が
Ｏ
Ｔ
Ｂ
と
い
う
わ
け
。
神
戸
で
は
場
外
馬
券
売

場
を
移
転
す
る
と
い
え
ば
、
予
定
先
が
反
対
す
る
。
こ
れ
は
、
や

た
ら
に
人
が
集
ま
る
か
ら
で
、
神
戸
市
内
に
五
つ
も
お
け
ば
混
雑

し
な
い
と
思
う
が
い
か
が
で
す
か
。

と
こ
ろ
で
今
年
は
去
年
の
よ
う
な
三
冠
馬
「
セ
ク
レ
タ
リ
ア
ー

ト
」
の
よ
う
な
話
題
が
な
い
の
で
、
ち
と
淋
し
い
。
そ
の
う
え
、

Ｏ
Ｔ
Ｂ
の
馬
券
に
五
％
の
税
金
が
つ
く
こ
と
に
な
っ
た
。
予
想
新

聞
は
Ｏ
Ｔ
Ｂ
を
も
じ
っ
て
「
オ
ン
・
タ
ー
フ
・
ベ
ス
ト
」
、
競
馬
場

こ
そ
卿
狸
局
と
い
う
。

こ
う
普
く
と
私
も
Ｏ
Ｔ
Ｂ
通
い
し
て
い
る
の
か
と
思
う
方
も
あ

る
か
も
知
れ
な
い
が
、
ベ
ッ
テ
ィ
ン
グ
は
私
に
と
っ
て
肢
も
縁
迷

い
存
在
な
の
だ
。
そ
れ
で
も
書
く
と
い
う
の
は
、
ア
メ
リ
カ
人
の

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
メ
ッ
ッ
と
い
え
ば
、
い
う
ま
で
も
な
く
地
元

の
野
球
チ
ー
ム
、
ジ
ェ
ッ
ッ
と
い
え
ば
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
チ
ー
ム
、

ネ
ッ
ッ
と
い
え
ば
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
。
こ
れ
に
加
え
て
コ
ー
ュ

ー
ョ
ー
ク
・
ベ
ッ
ッ
」
と
い
う
の
が
あ
る
。
文
字
通
り
訳
す
る
と

「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
賭
け
る
」
と
な
る
。

な
ん
と
い
う
こ
と
は
な
い
、
実
は
こ
れ
、
場
外
蛎
券
売
場
の
広

告
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
。
オ
フ
・
ト
ラ
ッ
ク
・
ペ
ッ
テ
ィ
ン
グ
、

略
し
て
Ｏ
Ｔ
Ｂ
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
市
民
の
堆
活
に
根
を
お
ろ
し

て
い
る
か
の
よ
う
だ
。

場
外
馬
券
光
場
と
い
っ
て
も
、
神
〆
に
・
つ
あ
る
よ
う
な
も
の

と
は
ち
ょ
っ
と
異
な
り
、
金
巾
に
、
三
つ
と
か
あ
る
。
だ
か
ら
、

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
や
地
ド
鉄
の
大
き
な
駅
は
も
ち
ろ
ん
、
お
も
な

ビ
ル
の
一
角
に
は
た
い
て
い
あ
る
と
い
っ
て
い
い
。
ま
る
で
郵
便

局
な
み
だ
。

Ｏ
Ｔ
Ｂ
の
長
官
と
い
う
か
総
裁
と
い
う
か
、
こ
れ
は
州
の
砿
災

な
ポ
ス
ト
で
あ
り
、
こ
の
人
事
も
新
聞
の
ニ
ュ
ー
ス
に
な
る
。
だ

が
、
な
ぜ
こ
ん
な
に
多
く
売
場
が
あ
る
の
か
。
こ
れ
は
米
岡
に
い

た
人
で
な
く
て
も
す
ぐ
に
想
像
が
つ
く
は
ず
。

競
脇
は
も
ち
ろ
ん
米
国
人
の
大
き
な
楽
し
み
で
、
競
馬
場
へ
行

く
の
は
気
晴
ら
し
で
あ
り
、
社
交
で
も
あ
る
が
、
競
蝿
場
に
い
け
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醐

週

’
3５

一
一一

〆

っ
て
公
認
の
ト
バ
ク
場
を
作
っ
た
ら
、
お
客
が
集
ま
る
の

じ
ゃ
な
い
か
と
、
州
議
会
で
議
論
が
出
て
い
る
。
も
ち
ろ

ん
本
当
に
バ
ク
チ
が
し
た
け
れ
ば
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス
へ
行
け

ば
年
中
で
き
る
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
車
で
行
け
て
一

泊
と
た
る
と
、
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ッ
ク
・
シ
テ
ィ
は
ず
っ
と

は
や
る
の
じ
や
な
い
か
と
い
う
人
が
あ
る
。

さ
て
そ
れ
な
ら
、
バ
ク
チ
好
き
の
ア
メ
リ
カ
人
、
ニ
ク

ソ
ン
の
弾
劾
が
さ
れ
る
か
ど
う
か
、
こ
う
し
た
こ
と
に
賭

け
て
い
る
か
と
い
う
と
、
実
の
と
こ
ろ
、
今
年
の
は
じ
め

ご
ろ
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
の
米
人
は
ウ
ォ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ト
事

件
に
ウ
ン
ザ
リ
。
新
聞
は
下
院
司
法
委
員
会
や
あ
ち
こ
ち

の
裁
判
の
詳
報
を
毎
日
の
せ
る
し
、
テ
レ
ビ
も
大
き
く
時

間
を
割
い
て
い
た
が
、
は
っ
き
り
い
っ
て
、
重
大
な
こ
と

だ
と
は
だ
れ
も
が
思
っ
て
い
る
が
、
マ
ス
コ
ミ
が
扱
う
ほ

ど
は
人
も
気
に
せ
ず
、
ま
あ
、
な
る
よ
う
に
た
る
さ
、
と

思
っ
て
い
る
。
こ
れ
で
は
バ
ク
チ
の
対
象
に
な
り
よ
う
が

な
い
の
だ
ろ
う
。

賭
け
事
好
き
に
巻
き
込
ま
れ
た
か
ら
か
も
知
れ
な
い
。

そ
こ
で
ノ
コ
ノ
コ
出
か
け
た
の
は
、
日
本
に
は
な
い
（
昔
は
あ

っ
た
）
ト
ロ
ッ
ト
、
繋
駕
競
走
場
。
第
一
レ
ー
ス
は
夜
八
時
、
と

い
っ
て
も
緯
度
が
高
く
て
夏
時
間
だ
か
ら
、
空
は
ピ
ン
ク
色
。
日

本
の
競
馬
場
に
あ
る
よ
う
な
興
奮
は
あ
ま
り
な
く
、
ト
ラ
ッ
ク
は

ラ
イ
ト
に
照
ら
さ
れ
て
美
し
く
、
ス
タ
ン
ド
は
夫
婦
や
恋
人
同
士

が
静
か
に
す
わ
っ
て
い
る
。
観
衆
が
立
ち
上
が
る
の
は
ラ
ス
ト
ス

ト
レ
ッ
チ
の
二
、
三
十
秒
間
だ
け
、
と
い
う
優
雅
な
も
の
。
帰
宅

は
午
前
二
時
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

Ｏ
Ｔ
Ｂ
は
金
を
あ
ず
け
て
お
い
て
、
電
話
で
張
る
こ
と
も
で
き

る
。
こ
れ
が
ノ
ミ
屋
の
〃
遺
産
〃
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
に
加
え
て
、

週
末
夜
の
十
一
時
か
ら
三
十
分
、
こ
の
ト
ロ
ッ
ト
を
テ
レ
ビ
で
放

送
す
る
か
ら
、
電
話
で
馬
券
を
買
い
、
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
楽
し

め
る
と
い
う
仕
掛
け
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
ト
ロ
ッ
ト
は
馬
に
最
高
ス
ピ
ー
ド
を
出
さ
せ
る
わ

け
で
な
い
か
ら
、
い
つ
も
八
百
長
が
問
題
に
な
る
。
だ
か
ら
警
察

は
定
期
的
に
騎
手
左
ど
を
検
挙
す
る
。
マ
タ
カ
、
で
あ
っ
て
だ
れ

>’

参

。
〃
己
・
じ

ゃ
切
り
や
０
．
、
■
。

ニクソンは疾走したが…… も
気
に
し
な
い
。
ま
こ
と
に
ノ
ン
ビ
リ
し
た
も
の
。
ア
メ
リ
カ
人

の
賭
け
事
好
き
と
い
っ
て
も
、
日
本
の
競
馬
の
よ
う
に
、
全
国
の

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
興
奮
す
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
つ
ま
り
賭
け

は
生
活
の
、
あ
る
い
は
レ
ジ
ャ
ー
の
一
部
に
な
り
切
っ
て
い
て
、

別
の
こ
と
で
は
な
い
ん
だ
ろ
う
。

そ
の
証
拠
に
、
教
会
の
横
に
は
、
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
Ｂ

Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
書
い
て
あ
り
、
定
期
的
に
信
者
が
集
ま
り
、
賭
け
事

で
浄
財
を
集
め
る
。
も
っ
と
も
日
本
だ
っ
て
富
く
じ
は
昔
神
社
仏

閣
が
や
っ
た
も
の
だ
が
。

日
本
の
テ
レ
ビ
番
組
「
が
っ
ち
り
買
い
ま
し
ょ
う
」
に
よ
く
似

た
番
組
も
あ
る
が
、
計
算
よ
り
も
賭
け
の
要
素
が
強
く
、
当
た
れ

ば
一
万
ド
ル
く
ら
い
の
品
物
、
例
え
ば
自
動
車
二
台
く
ら
い
を
ど

ん
ど
ん
く
れ
る
仕
組
み
。

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
の
海
岸
に
あ
る
有
名
な
保
養
地
ァ
ト
ラ

ン
テ
ィ
ッ
ク
・
シ
テ
ィ
は
往
年
の
魅
力
が
な
い
。
昔
こ
こ
へ
休
暇

を
と
り
に
い
っ
た
よ
う
な
人
は
、
い
ま
、
み
な
海
外
旅
行
を
す
る

か
ら
の
よ
う
だ
が
、
そ
こ
で
考
え
つ
い
た
の
は
、
こ
の
場
所
に
限
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騒議雫:驚灘鍵；

チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
の
「
犬
の
生
活
」
二
巻
は
、
た
し
か
神
戸
の
新

開
地
の
錦
雌
（
に
し
き
ざ
）
で
見
た
と
思
う
。

「
犬
の
生
活
」
（
一
九
一
八
）
は
、
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
が
ミ
ュ
ー

チ
ュ
ア
ル
と
い
う
会
社
か
ら
Ｚ
ノ
ー
ス
ト
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
と
い
う

会
社
に
移
っ
て
の
第
一
作
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
フ
ァ
ー
ス
ト
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
作
品
は
、
す
べ
て
新

開
地
の
キ
ネ
マ
倶
楽
部
で
ｋ
映
さ
れ
て
い
た
。
お
か
し
い
。
そ
う

考
え
て
、
気
が
つ
い
た
の
は
キ
ネ
マ
倶
楽
部
は
大
服
活
映
（
か
つ

え
い
）
と
い
う
Ⅱ
木
の
新
し
い
映
凹
会
社
の
作
品
を
吋
切
す
る
よ

職を求めて職も無く、食事を求
めて食事もとれぬ宿無しの放浪
男と･ ･ ･ …疲れくたびれ、食もな
く飼い主もなく、それでも生き
ている犬と･ ･ ･ …雑草のごと麦生
活の哀れさ｡ 実感と詩情をこめ。

哩
孤
の
一
タ
ー
ザ
ン
」
、
ド
ロ
シ

の
侠
妓
」
、
モ
ー
リ
ス
・
タ
ー

ナ
ー
監
督
作
品
「
ウ
ー
マ
ン
」
。

こ
れ
が
実
は
す
べ
て
錦
座
で
封

切
ら
れ
、
．
あ
け
て
大
正
九
年
の

デ
ミ
ル
監
督
の
大
作
「
男
性
と

女
性
」
こ
れ
も
ま
ち
が
い
も
な

く
錦
唯
で
上
映
さ
れ
た
。
す
る

と
私
の
映
画
入
学
一
年
、
と
い

う
よ
り
も
映
画
の
悪
魔
を
私
の

淀
川
長
治
〈
映
画
評
論
家
〉

3６

籍綴

鍵

顎
“

鷺灘
う
に
な
っ
た
と
き
に
、
そ
の
大
正
活
映
と
い
っ
し
ょ
に
フ
ー
ノ
ー
ス

ト
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
作
品
を
も
上
映
の
契
約
を
し
た
の
だ
っ
た
。
そ

た
い
か
つ

し
て
そ
の
大
正
活
映
（
こ
れ
を
略
し
て
大
活
と
呼
ん
だ
）
の
第
一

作
「
ア
マ
チ
ュ
ア
倶
楽
部
」
を
キ
ネ
マ
倶
楽
部
が
封
切
っ
た
の
が

大
胆
九
年
。
な
る
ほ
ど
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
の
「
犬
の
生
活
」
は
大
正

八
年
（
一
九
一
九
）
ｎ
本
封
切
だ
か
ら
、
や
っ
ぱ
り
錦
座
で
見
た

わ
け
だ
。
こ
の
大
正
八
年
に
は
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
の
「
担
え
銃
」
三

巻
も
見
て
い
る
。
こ
れ
は
ま
ち
が
い
も
ま
く
錦
座
で
見
た
記
憶
が

あ
る
。
そ
れ
で
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
の
「
サ
ニ
ー
・
サ
イ
ド
」
三
巻
か

ら
キ
ネ
マ
倶
楽
部
で
見
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
大
正
九
年
の

封
切
だ
か
ら
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
ど
う
も
こ
れ
も
錦
座
で
見
た

よ
う
に
患
う
。

ま
ぜ
こ
の
よ
う
左
こ
と
に
こ
だ
わ
る
か
と
い
う
と
、
私
ご
と
で

、
、
、
、

恐
縮
な
の
だ
が
、
私
は
矛
」
の
火
岐
八
年
に
『
映
画
』
に
と
り
つ
か

、れ
た
。
エ
ル
モ
・
リ
ン
カ
ー
ン
主
演
の
「
タ
ー
ザ
ン
」
、
ド
ロ
シ

ー
・
ダ
ル
ト
ン
主
演
「
ユ
ー
コ
ン
の
侠
妓
」
、
モ
ー
リ
ス
・
タ
ー

に
見
た

活
」
か
ら

『
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粂
身
に
し
み
こ
ま
せ
た
の
は
思
え
ば
。
…
：
錦
庫
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
の
「
犬
の
生
活
」
は
私
は
大
服
八
年

斗
時
十
歳
…
…
こ
れ
以
来
今
Ｈ
ま
で
不
思
議
な
こ
と
に
一
度
も
見

て
い
な
い
。

チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
は
知
篇
時
代
の
キ
ー
ス
ト
ン
作
肺
と
エ
ッ
サ
ネ

ィ
作
伽
と
ミ
ュ
ー
チ
ュ
ア
ル
作
ｕ
叩
は
早
く
か
ら
再
上
映
を
詐
可
し

て
い
る
が
、
フ
ァ
ー
ス
ト
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
作
品
八
本
の
う
ち
「
キ

ッ
ド
」
六
巻
以
外
は
、
た
し
か
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
自
封
は
そ
の
プ
リ

ン
ト
（
フ
ィ
ル
ム
）
を
再
上
映
さ
せ
て
い
な
い
。

そ
れ
を
こ
ん
ど
フ
ァ
ー
ス
ト
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
「
犬
の
雌
活
」

「
担
え
銃
」
「
キ
ッ
ド
」
「
の
ら
く
ら
」
（
Ｒ
本
再
ｋ
映
に
こ
れ
は

可
コ
ル
フ
狂
時
代
」
と
邦
題
を
変
え
る
そ
う
だ
）
「
偽
牧
師
」
を

．
初
め
て
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
は
再
上
映
に
踏
み
き
っ
た
。
そ
れ
も
チ
ャ

ッ
ブ
リ
ン
自
身
が
作
曲
の
音
楽
を
加
え
て
。

話
が
長
く
な
っ
た
が
、
そ
う
い
う
わ
け
で
私
は
「
犬
の
雌
活
」

・
を
錦
座
で
見
て
い
ら
い
な
ん
と
…
…
五
十
五
年
ぶ
り
に
、
ま
る
で

初
め
て
の
よ
う
に
、
見
た
の
で
あ
る
が
…
…
感
激
し
っ
ぱ
な
し
で

．
あ
っ
た
。

職
を
求
め
て
職
も
無
く
、
食
螺
を
求
め
て
食
蛎
も
と
れ
ぬ
宿
雌

’
し
の
放
浪
男
。
こ
の
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
の
フ
ァ
ー
ス
ト
・
シ
ー
ン
か

ら
川
が
両
面
に
釘
づ
け
と
ま
っ
た
。
そ
の
み
す
ぼ
ら
し
さ
が
実
感

チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
と
そ
の
犬
は
貧
乏
人
（
？
）
同
士
。
弱
者
同
士
。

そ
の
顔
つ
き
ｃ

こ
の
犬
の
名
は
ス
ク
ラ
ッ
プ
ス
。
テ
ャ
ッ
プ
リ
ン
は
こ
の
犬
を

助
け
た
。
貧
乏
人
Ⅲ
‘
ｋ
、
刺
背
同
上
、
犬
も
ま
た
そ
れ
を
知
る
ご

と
く
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
に
抱
か
れ
、
職
無
き
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
は
こ
の

『
〈
ク
ラ
ッ
プ
ス
を
抱
え
て
、
職
さ
が
し
。

と
こ
ろ
で
あ
る
家
の
前
に
牛
乳
ピ
ン
。
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
は
と
び

つ
い
て
そ
れ
を
ス
ク
ラ
ッ
プ
ス
に
。

け
れ
ど
も
牛
乳
は
そ
の
ピ
ン
の
底
に
ホ
ン
の
少
し
、
こ
び
り
つ

い
た
ホ
ン
の
ひ
と
を
め
く
ら
い
。
け
れ
ど
も
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
は
ス

ク
ラ
ッ
プ
ス
を
抱
き
し
め
て
そ
の
Ⅱ
さ
き
に
牛
乳
ピ
ン
を
さ
か
さ

に
振
っ
た
。
犬
は
舌
で
あ
わ
て
て
ベ
ロ
ベ
ロ
。
け
れ
ど
も
牛
乳
は

ピ
ン
の
底
か
ら
た
れ
て
流
れ
は
し
な
か
っ
た
。
ス
ク
ラ
ッ
プ
ス
は

カ
ラ
ビ
ン
の
、
の
ま
わ
り
を
ペ
ロ
ペ
ロ
。
そ
こ
で
考
え
た
チ
ャ
ッ

プ
リ
ン
。
そ
の
犬
の
シ
ッ
ホ
掴
ん
で
ギ
ュ
ッ
と
牛
乳
ピ
ン
の
底
へ

押
し
こ
ん
だ
。
そ
の
シ
ッ
ボ
で
ピ
ン
の
底
の
牛
乳
を
撫
で
廻
し
、

そ
の
シ
ッ
ボ
を
ス
ク
ラ
ッ
プ
一
〈
に
な
め
さ
せ
る
。
犬
は
わ
が
シ

ッ
ポ
を
う
れ
し
げ
に
な
め
て
ま
た
し
ゃ
ぶ
る
。

チ
ャ
ッ
ブ
リ
ン
は
す
ば
ら
し
い
。
な
ん
と
い
う
こ
の
シ
ー
ン
の

『
愛
』
。
そ
し
て
な
ん
と
い
う
貧
し
さ
の
巾
の
た
く
ま
し
い
ア
イ

デ
ィ
ア
◎

と
詩
情
の
・
ろ
を
持
ち
、
雨
に
瓜
に
生
き
ぬ
く
弱

く
貧
し
く
、
し
か
も
た
く
ま
し
い
雑
噸
の
哀
れ
が

見
砺
に
描
か
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
さ
て
話

し
変
っ
て
（
と
い
う
テ
ャ
ッ
プ
リ
ン
ら
し
い
面
面

噛
換
演
出
）
…
…
こ
こ
に
こ
ん
な
野
良
犬
が
…
…

と
い
う
そ
の
犬
の
初
登
場
の
シ
ー
ン
が
こ
れ
ま
た

詩
で
あ
っ
た
。
疲
れ
く
た
び
れ
食
も
な
く
飼
い
主

も
な
く
、
そ
れ
で
も
能
き
て
、
腹
を
す
か
し
て
、

腹
を
す
か
せ
た
ま
ま
眠
っ
て
、
さ
て
朝
を
迎
え

て
、
さ
て
今
Ⅱ
は
ど
う
し
よ
う
か
と
い
う
…
…
そ

の
犬
の
顔
、
そ
の
犬
の
表
情
。
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
が

そ
の
犬
に
化
け
た
よ
う
な
そ
の
犬
の
さ
び
し
く
も

貧
し
く
、
尼
を
握
る
こ
と
す
ら
忘
れ
た
ご
と
き
、

１
３７
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